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研究分野：数物系科学 
科研費の分科・細目：数学・幾何学 
キーワード：調和写像，エネルギー汎関数，複素フィンスラー計量 
 
１．研究計画の概要 
 本研究の目的は，フィンスラー計量や共形
構造など，本質的に高階の接束上で定式化さ
れる幾何構造に付随して定義される変分問
題を，それぞれの幾何構造が内包する標準接
続とその曲率から定義される幾何学的不変
量に着目して，多面的かつ総合的に研究する
ことである． 
 とくに，本研究課題では 
（１） 閉リーマン面から複素フィンスラ

ー多様体への調和写像の存在問題 
（２） 全 Q 曲率汎関数の臨界点の特徴づ

け 
の問題を中心に研究を進める． 
 
２．研究の進捗状況 
 問題（１）に関しては，以下の成果を得た． 
 ① 閉リーマン面から複素フィンスラー 
多様体への写像に対して，コーシー・リーマ
ン作用素を用いて適切なエネルギー汎関数
を定義し，その第一変分と第二変分を決定し
た． 
 ② 上記のエネルギー汎関数の臨界点と
して調和写像を定義し，その基本的性質を調
べた．また，第二変分公式を用いて，リーマ
ン球面から正曲率をもつ弱ケーラー・フィン
スラー多様体へのエネルギー最小な調和写
像は，正則あるいは反正則写像に限ることを
証明した． 
 ③ 上記のエネルギー汎関数は、ディリク

レ積分の一般化として定義されるエネルギー

汎関数とは一致しないため，汎関数として通

常の意味での凸性をもたない． 

 この難点に対して，このエネルギー汎関数

を実表示することにより，値域の複素フィン

スラー計量がケーラー条件をみたす場合に，

この二つの汎関数の臨界点は一致することを

見出した．これにより，臨界点となる調和写

像に対して，通常の方法でアプリオリ評価を

えることができることが分かった． 

 ④ 閉リーマン面から複素フィンスラー多

様体への写像に対して，閉リーマン面上の２

次微分が定義される．あたえられた写像が調

和写像であるとき，２次微分は正則２次微分

となることを証明した．この結果により，正

則写像でない調和写像の特異集合（コーシー

・リーマン作用素の零点集合）が有限集合と

なることが導かれる． 

 問題（２）に関しては，全 Q 曲率の第一変
分を決定した．現在，計量の共形変形のもと
での第２変分を決定中である． 
 また，研究の進展を促進するため，Q 曲率
に関する研究の基礎から最新結果までを概
観する研究集会「Workshop on Q-curvature 
in conformal geometry」を開催した． 
 
３．現在までの達成度 
 おおむね順調に進展している． 
 （理由）調和写像の特異集合が有限集合と
なることの証明が大きな課題であったが，ホ
ップ２次微分を利用して証明することがで
きため，今後の進展が期待できる． 
 
４．今後の研究の推進方策 
 全 Q 曲率の第２変分を，まず計量の共形変
形の場合に決定し，Q 曲率が一定となる計量
の一意性との関係を調べることを中心課題
として，今後の研究を推進する． 
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